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NOZAKI, y oshio 
4月中旬から 6月上旬まで、北海道立近代美術館で19世紀に開花したといわれているスカン
デイナピア3国（スウェーデン、デンマーク、ノルウェー）の美術展「スカンデイナビア風景
画展」が開催された。おそらく 、北海道ではこれら北方の国々の美術展は初めてのことだと思
う。幸い初日に観ることができた。展覧会画集資料によると、この3国の1880年代から世紀末
にかけて、めざましい隆盛をきわめたのが風景画であったとのこと。北方の風土がら深い緑の
森、静寂な雰囲気を漂わせている湖、雄大なフィヨルド、神秘的な光を感じさせる白夜、静寂感
あふれる銀世界の雪景色などをモチーフにした多くの優れた作品が生み出されているのを実感
することができた。北方の画家たちは、これらの様々なモチーフの風景画制作を通して、北方
の風土と環境に根ざした確かな感性と厳しさの中にも優しく自然と人間（生命）と対峠する眼
をもって、人間讃歌を見事に表出しているのが伝わってきた。多くの作品は実風景を忠実に表
現してはいるが、単に実風景の表情のみを捉えているのではなく、心眼を透過し精神性と風土
感に裏打ちされた画家自身の原風景になっているのを強く感じることができた。中でも〈叫ぴ〉
(1893年制作）で著名なエドヴァルド・ムンクの「赤い家のある海岸」（1904年）が印象に残った。
オスロのフィヨルド沿岸の光景であるが、荒削りの躍動感ある筆使いの色彩と単純化した造形
表現は、現場の刻の流れの一瞬を切り取ったように、臨場感を強烈に感じさせてくれるのはな
ぜ、だろう。「…印象主義と総合主義に強い影響を受け、また、象徴主義の思想、に惹かれた…J
ムンクの〈叫び〉の延長線上にどうしてこのような風景画が出てくるのか、考えさせられた。
僕が今参加している本学の北方圏学術情報センターの共同研究プロジェクトの研究課題の一
つ「造形分野の北方イメージによる芸術表現の制作研究Jを進めるにあたって、この北方の風
景画展は僕自身が取り組んでいる 「記」シリーズの制作表現に大きな刺激になった。僕が住ん
でいる北海道の歴史、風土、環境、人間生活などから表現可能な北方の造形や色彩のキーワー
ド探しの加速度がさらに増したようだ。頑張らなければ…の思いを強くした。 「記シリー ズ200
2」は、北方のイメージによる造形思考の制作の一つである。 2004年開催の北方圏各国の画家
たちとの美術展まで僕の制作軌跡がどんなものになるか今から楽しみである。
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